
一元配置分散分析 

一元配置分散分析では、違いをもたらす要因は１つ。 

そして、状況に変化をもたらす条件を水準と言う。 

水準の個数を 𝑛 とし、𝑖 番目の水準を Ａ
𝑖
 (𝑖 = 1～𝑛)   と表わす。 

水準 Ａ
𝑖
 の標本個数を𝑛𝑖、平均を𝜇𝑖、ｋ 番目の標本値をＸ

𝑖,𝑘
 とする。 

つまり  𝜇𝑖 ＝ 
1

𝑛𝑖
∑ Ｘ

𝑖,𝑘

𝑛𝑖
𝑘=1  である。 

また標本総数を 𝑁 ＝ ∑ 𝑛𝑖
𝑛
𝑖=1  、全体平均値を 𝜇 ＝ 

1

𝑁
(∑ 𝜇𝑖 ∗ 𝑛𝑖)𝑛

𝑖=1  とする。 

標本値Ｘ
𝑖,𝑘
は、一般に Ｘ

𝑖,𝑘
＝ 𝜇 + (𝜇𝑖 − 𝜇) + (Ｘ

𝑖,𝑘
 − 𝜇𝑖) と表せるので、 

Ｘ
𝑖,𝑘

−𝜇 ＝ (𝜇𝑖 − 𝜇) + (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇𝑖 ) となる。 

     ∑ ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

 −   𝜇)
2

𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1 ＝  

 ∑ ∑ (𝜇𝑖 − 𝜇)2𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1   

+2 ∑ ∑ (𝜇𝑖 − 𝜇)𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1 (Ｘ

𝑖,𝑘
 − 𝜇𝑖 )   …… (A) 

+ ∑ ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇𝑖 )
2

𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1   

 
上式の中間の (A) は ０ である。 

(A)   ＝ 2 ∑ ∑ (𝜇𝑖 − 𝜇) (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇𝑖 )
𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1  

＝ 2 ∑ (𝜇𝑖 − 𝜇) ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

 − 𝜇𝑖 )
𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1  

＝ 2 ∑ (𝜇𝑖 − 𝜇)𝑛
𝑖=1 (∑ Ｘ

𝑖,𝑘

𝑛𝑖
𝑘=1 − ∑  𝜇𝑖

𝑛𝑖
𝑘=1 ) 

＝ 2 ∑ (𝜇𝑖   −   𝜇)𝑛
𝑖=1 (𝑛𝑖𝜇𝑖 − 𝑛𝑖𝜇𝑖) 

＝ 0 

 

したがって、以下となる。 

∑ ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇)
2𝑛𝑖

𝑘=1
𝑛
𝑖=1 ＝∑ ∑ (𝜇𝑖 − 𝜇)

2𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1 + ∑ ∑ (Ｘ

𝑖,𝑘
− 𝜇𝑖 )

2𝑛𝑖
𝑘=1

𝑛
𝑖=1   

    ＝∑ 𝑛𝑖(𝜇𝑖 − 𝜇)
2𝑛

𝑖=1 + ∑ ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇𝑖 )
2𝑛𝑖

𝑘=1
𝑛
𝑖=1  

     （B）      （C） 

・左辺 ∑ ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇)
2𝑛𝑖

𝑘=1
𝑛
𝑖=1  は一定。 

・右辺の左側（Ｂ）＝∑ 𝑛𝑖(𝜇𝑖 − 𝜇)
2𝑛

𝑖=1 は 水準間のばらつきを表す。 

・右辺の右側(Ｃ)＝∑ ∑ (Ｘ
𝑖,𝑘

− 𝜇𝑖 )
2𝑛𝑖

𝑘=1
𝑛
𝑖=1 は 水準内のばらつきを表す。 

 

（B）を自由度  ｎ－１ で割った値を R ＝ (B)/(ｎ－１)、 

（C）を自由度 Ｎ－ｎ で割った値を E ＝ (C)/(Ｎ－ｎ)とする。 

Ｆ＝Ｒ／Ｅは 自由度（ｎ－１，Ｎ－ｎ）のＦ分布に従うので、 

このＦ値に基づくｐ値が有意水準以下であれば、有意性が認められる。 

 


